
　

林
京
子
さ
ん
は
東
京
都
渋

谷
区
の
出
身
で
、
映
像
編

集
の
仕
事
を
し
て
い
た
夫
の

佳
秀
さ
ん
と
睦
沢
の
地
を
選

び
、
２
０
０
８
年
に
移
住
し

た
。
都
心
と
の
二
拠
点
生
活

か
ら
始
ま
り
、
自
然
の
懐
の

深
さ
に
魅
了
さ
れ
、
こ
の
土

地
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
る

こ
と
と
な
っ
た
。
５０
才
で
若

年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
た
佳

秀
さ
ん
は
、
自
然
の
中
で
過

ご
す
こ
と
で
病
状
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
の
、
２
０
２
１
年
か

ら
は
施
設
に
暮
ら
し
て
い

る
。
自
宅
で
の
介
護
と
施

設
に
送
り
出
す
ま
で
の
家

族
の
苦
悶
の
日
々
は
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
系
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
『
ザ
・
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
』
で
放
送

さ
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
、
か
ね
て
畳

や
木
の
香
り
の
す
る
家
が

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
京
子

さ
ん
は
古
民
家
を
購
入
す

る
。
改
修
を
進
め
て
い
た

２
０
２
５
年
冬
、
後
に
シ
ア

タ
ー
と
な
る
部
屋
の
天
井
板

が
す
べ
て
外
さ
れ
梁
が
む
き

出
し
の
状
態
に
な
る
と
、「
今

な
ら
ど
ん
な
配
線
で
も
で
き

る
よ
」
と
業
者
が
一
言
。
思

案
の
末
、
京
子
さ
ん
は
「
映

画
館
を
つ
く
ろ
う
」
と
決
心

す
る
。
ど
う
し
て
映
画
館
だ
っ

た
の
か
。
き
っ
か
け
の
１
つ

は
、
以
前
旅
行
で
訪
れ
た
佐

渡
島
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
『
ガ

シ
マ
シ
ネ
マ
』
だ
。
佐
渡
金

山
の
元
鉱
山
住
宅
を
改
装
し

た
映
画
館
を
見
て
、「
こ
れ
で

映
画
館
で
き
ち
ゃ
う
の
？
い

い
な
」
と
思
っ
て
い
た
。
睦

沢
に
引
っ
越
し
て
か
ら
で
き

た
大
好
き
な
友
人
も
、
き
っ

か
け
を
与
え
て
く
れ
て
い
た
。

そ
の
友
人
の
誘
い
で
、
睦
沢

町
の
公
民
館
な
ど
で
映
画
上

映
会
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
加

わ
り
活
動
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
佳
秀
さ
ん
の
存
在
。「
映

像
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た

佳
秀
さ
ん
が
元
気
で
あ
れ
ば
、

一
番
や
り
た
い
こ
と
だ
っ
た

の
で
は
？
」
と
、
ふ
と
気
付

い
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
大
切

な
人
た
ち
と
映
画
館
が
つ
な

が
っ
て
い
て
、「
私
、
映
画
館

を
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

ん
だ
」
と
京
子
さ
ん
の
胸
に

ス
ト
ン
と
落
ち
た
。

　

い
ざ
始
め
て
み
る
と
、「
映

画
館
の
つ
く
り
方
は
ど
こ
に

も
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ず
ぶ
の
素
人
が
右
も
左
も
わ

か
ら
な
い
状
態
で
し
た
」。
飛

び
込
み
で
配
給
会
社
を
訪
ね

た
り
、
保
健
所
に
『
興
行
場

営
業
許
可
』
を
申
請
し
た
り
、

開
館
ま
で
の
約
１３
カ
月
で
膨

大
な
量
の
作
業
を
１
つ
１
つ

こ
な
し
た
。
保
健
所
の
許
可

が
下
り
た
の
は
、
な
ん
と
オ
ー

プ
ン
前
日
の
４
月
３０
日
だ
っ

た
。

　

５
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に

は
佳
秀
さ
ん
も
施
設
か
ら
訪

れ
、
協
力
し
て
く
れ
た
家
族
、

友
人
ら
が
集
ま
り
、
に
ぎ
や

か
な
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ

た
。
シ
ア
タ
ー

は
１６
畳
ほ
ど
の

広
さ
に
、
定
員

が
３８
名
。
座
椅

子
と
座
布
団
が

並
び
、
床
に
座

り
づ
ら
い
人
の

た
め
に
椅
子
席

も
用
意
さ
れ
て

い
る
。
特
に
上

映
環
境
に
は
こ

だ
わ
っ
た
。「
小
さ
な
空
間
だ

か
ら
こ
そ
音
が
近
く
、
映
画

の
世
界
に
自
然
と
包
ま
れ
る

よ
う
な
体
験
を
大
切
に
し
て

い
る
。
プ
ロ
に
依
頼
し
、
最

低
限
の
予
算
で
い
い
音
を
実

現
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」。
庭

に
面
し
た
２０
畳
ほ
ど
の
和
室

ロ
ビ
ー
は
、
食
事
・
喫
茶
の

み
で
も
利
用
で
き
る
。
映
画

館
な
ら
で
は
の
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
な
ど
軽
食
は
シ
ア
タ
ー
で

も
飲
食
可
能
。
日
替
わ
り
の

『
ま
か
な
い
飯
』
は
、野
菜
た
っ

ぷ
り
の
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
。「
素

材
は
な
る
べ
く
体
に
や
さ
し

い
も
の
を
選
ん
で
い
ま
す
」。

オ
ー
プ
ン
当
時
か
ら
常
連
の

越
盟
子
さ
ん
は
、「
こ
こ
で
は

ほ
か
で
観
ら
れ
な
い
よ
う
な

中
身
の
あ
る
映
画
が
観
ら
れ

ま
す
。
上
映
後
、
同
じ
映
画

を
観
た
方
と
交
流
も
で
き
る

す
ご
く
貴
重
な
場
だ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ
も
コ
ー

ヒ
ー
も
安
く
て
お
い
し
い
」。

京
子
さ
ん
も
開
館
以
来
、
観

客
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
い

る
。「
お
客
様
か
ら
『
映
画
す

ご
く
よ
か
っ
た
』『
こ
の
映
画

を
選
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と

う
』
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た

り
、
拍
手
を
い
た
だ
い
た
り

す
る
と
、
監
督
で
も
な
い
の

に
う
れ
し
い
ん
で
す
」
と
目

を
細
め
る
。

 

『
も
り
の
こ
や
』
の
『
も
り
』

は
、
森
、
守
、
盛
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
漢
字
が
当
て
ら
れ
る

よ
う
ひ
ら
が
な
に
し
た
。
訪

れ
る
人
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
『
場
』
で
あ
り
た
い
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

開
館
か
ら
５
か
月
。
実
の
と

こ
ろ
観
客
が
ひ
と
り
も
来
な

か
っ
た
日
も
あ
っ
た
が
、
口

コ
ミ
で
訪
れ
る
人
も
増
え
て

き
た
。「
来
ら
れ
た
方
は
み

ん
な
喜
ん
で
帰
っ
て
く
だ
さ

る
。
と
に
か
く
続
け
な
き
ゃ
。

『
睦
沢
と
言
え
ば
も
り
の
こ
や

の
あ
る
と
こ
ろ
ね
』
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

京
子
さ
ん
は
前
向
き
だ
。「
道

の
駅
に
は
温
泉
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
お
出

か
け
く
だ
さ
い
」。
上
映
作
品
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
Ｈ
Ｐ
・

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
確
認
、

ま
た
は
問
合
せ
を
。
席
数
に

限
り
が
あ
る
の
で
予
約
が
お

す
す
め
。　
　
　
　
　
（
石
井
）

☎
も
り
の
こ
や　

長
生
郡
睦

沢
町
上
之
郷
１
９
０
６

☎
０
４
７
５
・
３６
・
３
５
６
５

・
料
金
：
大
人
１
本
１
４
０
０

円
、
同
日
２
本
２
５
０
０
円

高
校
生
以
下
・
障
害
者
１
本

１
０
０
０
円
、
同
日
２
本
１

５
０
０
円　

３
歳
未
満
無
料

・
支
払
い
：
現
金
の
み

・
定
休
日
：
火
曜
・
水
曜
・
毎

月
１０
日

・
バ
ス
停
『
道
の
駅
つ
ど
い
の

郷
む
つ
ざ
わ
』（
茂
原
駅
南
口

発
着
）
よ
り
徒
歩
１０
分

【
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
】

・
料
金
：
映
画
鑑
賞
料
の
み

・『
身
土
不
二
』
日
本
一
の
学

校
給
食
と
有
機
農
業　

安
孫

子
亘
監
督　

１０
／
８
㈭
１４
時

か
ら
の
映
画
上
映
後

・『
世
界
一
の
夕
陽
と
生
き
る
』

金
髙
謙
二
監
督　

１０
／
１７
㈯

１５
時
か
ら
の
映
画
上
映
後

 

映
画
館
の

　
　
つ
く
り
方

こ
の
先
も
ず
っ
と

人と自然と文化がゆるやかにつながる場

   田んぼの中の
       小さな映画館 もりのこや

敷
地
入
口
に
て
、
林
さ
ん
と
映
画
館
の
木
の
看
板

庭に面した開放的なロビー（左）とまかない飯

　

睦
沢
町
上
之
郷
に
あ
る
小
さ
な
映
画
館
『
も
り
の
こ
や
』。
田
ん
ぼ
の
中

の
古
民
家
を
改
修
し
、
今
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。『
も
り
の
こ
や
』
が

掲
げ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
『
呼
吸
が
で
き
る
映
画
館
』。
木
の
温
も
り
を
感
じ

る
空
間
で
映
画
を
鑑
賞
し
、
ロ
ビ
ー
で
は
ラ
ン
チ
や
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
な

が
ら
、
居
合
わ
せ
た
ほ
か
の
観
客
と
も
映
画
の
話
に
花
が
咲
く
。
館
長
の
林

京
子
さ
ん
は
「
考
え
る
映
画
も
、
楽
し
く
元
気
に
な
れ
る
映
画
も
、
ど
ち
ら

も
大
切
に
し
な
が
ら
人
と
自
然
と
文
化
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る
場
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
監
督
や
出
演
者
の
生
の
声
が
聴
け
る
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
も
積
極
的
に
開
催
し
て
い
る
。

↑ホームページ
はこちらから

和
室
の
シ
ア
タ
ー

オ
ー
プ
ン
の
日
の
京
子
さ
ん
と
佳
秀
さ
ん
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夏
に
沢
沿
い
を
歩
い
て
い

る
と
、
沢
に
落
ち
た
朽
ち
木

に
、
ご
く
小
さ
な
待
ち
針
の

よ
う
な
も
の
が
び
っ
し
り
と

生
え
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま

し
た
。
ル
ー
ペ
で
の
ぞ
く
と
、

先
端
が
丸
く
、
ま
る
で
小
さ

な
キ
ノ
コ
が
林
立
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
何
な
の
か
気
に
な

り
、
写
真
を
撮
っ
て
専
門
家

の
先
生
に
尋
ね
ま
し
た
。
す

る
と
、
そ
れ
は
ア
カ
ツ
ブ
タ

ケ
の
仲
間
が
無
性
生
殖
を
行

う
段
階
で
作
る
、
胞
子
を
つ

く
る
器
官
だ
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。
菌
類
に

は
無
性
生
殖

と
有
性
生
殖

と
い
う
二
つ

の
繁
殖
の

し
か
た
が
あ

り
、
こ
の
姿

は
そ
の
一
つ

の
段
階
な
の
で
す
。
さ
ら
に
、

「
そ
の
後
に
は
、
有
性
生
殖
を

行
う
赤
い
子
嚢
殻
（
し
の
う

か
く
・
胞
子
を
つ
く
る
小
さ

な
実
の
よ
う
な
器
官
）
が
現

れ
る
は
ず
で
す
」
と
聞
き
、

こ
の
目
で
確

か
め
た
く
な

り
ま
し
た
。

 

一
か
月
後
、

同
じ
場
所
を

訪
れ
る
と
、

朽
ち
木
に
は

数
ミ
リ
の
赤

い
粒
々
が
一

面
に
現
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
さ
に
ア
カ
ツ

ブ
タ
ケ
で
す
。
一
つ
の
菌
が

姿
を
変
え
な
が
ら
、
無
性
生

殖
と
有
性
生
殖
と
い
う
二
つ

の
方
法
で
命
を
つ
な
い
で
い

く
生
活
史
を
目
の
当
た
り
に

し
、
自
然
の
巧
み
な
仕
組
み

に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。
何

気
な
く
見
過
ご
し
て
し
ま
い

そ
う
な
小
さ
な
も
の
に
も
、

長
い
時
間
を
か
け
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
命
の
営
み
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
出
来
事
で
し
た
。

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
／
加
藤
恵
美
子
）

　

２
０
２
６
年
１２
⽉
２５
⽇
㈮
、

『
中
島
み
ゆ
き 

劇
場
版「
夜
会
」

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
が
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｘ
柏
の
葉
ほ
か
全
国
の
映
画

館
で
公
開
決
定
！ 

２
０
１
６

〜
２
０
２
３
年
に
公
開
さ
れ

た
劇
場
版
３
作
品
を
⼀
挙
上

映
し
ま
す
。
今
回
は
『
中
島

み
ゆ
き 

夜
会
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
１８
「
橋

の
下
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
劇

場
版
』、『
中
島
み
ゆ
き 

夜
会

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
２０
「
リ
ト
ル
・
ト
ー

キ
ョ
ー
」
劇
場
版
』、『
中
島

み
ゆ
き 

劇
場
版 

夜
会
の
軌
跡 

１
９
８
９
～
２
０
０
２
』。
中

島
み
ゆ
き
の
魂
を
震
わ
す
圧

巻
の
歌
唱
が
、
迫
⼒
の
５
・
１

ch
サ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
映
画
館

の
⼤
ス
ク
リ
ー
ン
に
甦
り
ま

す
。
ま
る
で
最
前
列
に
い
る

よ
う
な
臨
場
感
を
、
ぜ
ひ
映

画
館
で
体
感
く
だ
さ
い
！　

上
映
劇
場
や
前
売
り
等
、
詳

細
は
映
画
公
式
サ
イ
ト
に
て
。 

 

●
上
映
作
品

◇
中
島
み
ゆ
き 

夜
会
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．

１８
「
橋
の
下
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」

劇
場
版
（
２
０
１
４
年
公
演
、

２
０
１
６
年
２
⽉
劇
場
公
開
） 

◇
中
島
み
ゆ
き 

夜
会
Ｖ
Ｏ

Ｌ
．２０「
リ
ト
ル
・
ト
ー
キ
ョ
ー
」

劇
場
版
（
２
０
１
９
年
公
演
、

２
０
２
０
年
７
⽉
劇
場
公
開
） 

◇
中
島
み
ゆ
き 

劇
場
版 

夜
会

の
軌
跡 

１
９
８
９
～
２
０
０

２
（
２
０
２
３
年
１２
⽉
劇
場

公
開
） 

●
料
⾦ 

前
売
：
３
０
０
０
円
（
税
込
）

当
⽇
：
３
３
０
０
円
（
税
込
） 

※
前
売
券
は
好
評
発
売
中 

※
ム
ビ
チ
ケ
１
枚
に
つ
き
「
中

島
み
ゆ
き 

劇
場
版
「
夜
会
」

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
上
映
３
作

品
の
中
か
ら
、
１
作
品
の
ご

鑑
賞
が
可
能
で
す

●
公
式
サ
イ
ト 

https://miyuki-yakai-
movie.jp 

●
配
給

ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス 

●
本
上
映
作
品
の
ム
ビ
チ
ケ

を
１
組
２
名
様
に
！

　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
に
て
申
込
み
。
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ

編
集
室　

ム
ビ
チ
ケ
係
ま
で
。

１０
／
２６
㈪
必
着
。

宛
先
：
〒
２
９
０
の
０
０
５
６

市
原
市
五
井
４
８
７
４
の
１

FAX
０
４
３
６
・
２１
・
９
１
４
２

メ
ー
ル kiji@cl-shop.com

  

ム
ビ
チ
ケ 

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

 

『
中
島
み
ゆ
き 

劇
場
版「
夜
会
」セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

　

 

２
０
２
６
年
12
／
25
㈮
全
国
映
画
館
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
！

©2026 YAMAHA MUSIC 
ENTERTAINMENT HOLDINGS, INC.

　

千
葉
市
科
学
館
で
は
、

１０
月
２４
日
㈯
～
１１
月
１５

日
㈰
に
秋
の
企
画
展
『
糸

が
織
り
な
す
数
学
ア
ー

ト
の
世
界
』
を
開
催
し

ま
す
。
一
定
の
法
則
に

従
っ
て
順
番
に
釘
に
糸

を
か
け
て
い
く
『
糸
か
け
』
は
、

幾
何
学
模
様
を
作
る
ア
ー
ト
。

一
見
す
る
と
美
し
い
模
様
が
、

実
は
科
学
的
な
規
則
性
の
も

と
に
作
ら
れ
て
い
て
、
循
環

か
け
、
リ
ズ
ム
か
け
、
テ
セ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
様
々
な

か
け
方
の
種
類
が
あ
り
、
個

性
豊
か
な
作
品
と
な
り
ま
す
。 

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
作
品

に
科
学
的
な
視
点
か
ら
の
解

説
も
添
え
、
直
線
か
ら
曲
線

を
生
み
出
す
作
品
に
立
体
的

な
も
の
も
交
え
展
示
し
ま

す
。
鑑
賞
し
て
楽
し
む
だ
け

で
な
く
、
気
軽
に
体
験
で
き

る
常
設
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
、
来
場
者
が
参
加
す
る
「
み

ん
な
で
作
る
糸
か
け
ア
ー
ト
」

や
講
座
「
糸
か
け
ア
ー
ト
に

挑
戦
」
と
、
日
時
限
定
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
。『
科
学

×
ア
ー
ト
』
の
世
界
を
、
科

学
館
な
ら
で
は
の
構
成
で
楽

し
め
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
方
法
な
ど
、
詳
細
は
公
式

Ｈ
Ｐ
に
て
。

●
企
画
展
『
糸
が
織
り
な
す

数
学
ア
ー
ト
の
世
界
』

・
日
時
：
１０
月
２４
日
㈯
～
１１
月

１５
日
㈰　

１０
時
～
１６
時

・
会
場
：
千
葉
市
科
学
館
・
７

階
企
画
展
示
室
（
千
葉
市
中

央
区
中
央
４
の
５
の
１
・
き

ぼ
ー
る
内
）

・
料
金
：
入
館
券
で
入
場
無
料

・
入
館
券
：
常
設
展
示
か
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
（
各
大
人
６
０
０

円
、
高
校
生
３
０
０
円
、

小
中
学
生
１
０
０
円
、
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
で

無
料
）

・
常
設
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

ゴ
ム
を
使
っ
た
糸
か
け
体

験

・
み
ん
な
で
作
る
糸
か
け
ア
ー

ト
：
１０
月
２５
日
㈰　

１０
時
半
・

１３
時
半　

小
学
生
以
上　

約

５０
名　

無
料
、
当
日
受
付

・
糸
か
け
ア
ー
ト
に
挑
戦
！
：

１１
月
３
日
㈷
・
７
日
㈯　

１０

時
半
～
・
１４
時
～　

小
学
５

年
生
以
上
・
各
回
８
名
（
小

学
生
は
保
護
者
１
名
同
伴
）

材
料
費
１
０
０
０
円　

申
込

フ
ォ
ー
ム
に
て
要
事
前
申
込

（
１０
月
１３
日
㈫
９
時
～
２６
日
㈪

２３
時
５９
分
で
受
付
）

●
問
合
せ
：
千
葉
市
科
学
館

☎
０
４
３
・
３
０
８
・
０
５
１
１

https://www.kagaku
kanq.com/

科
学
×
ア
ー
ト
！
の
企
画
展

  

糸
が
織
り
な
す
数
学
ア
ー
ト
の
世
界

糸かけ師 虹花 作

糸かけ師 三輪 作
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◆専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に所定の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお振
　込ください。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●全日制フリースクール　中学不登校生のための学び
の場です　成美学園中等部 ☎0475-44-5777
●着付教室　毎㈰10時〜 11時・13時〜 14時　1回
500円　浴衣から二重太鼓まで　詳しくはお問合せ下
さい　きもの館まるへい　茂原店 ☎0475-25-2617
担当：小谷部　岬本店 ☎0470-87-2707担当：飯野

●スタッフ急募　寿司・和食・鰻の板前及び調理見習
い（正社員）／ホール（パート・アルバイト）土・日だ
けでも可　市原・うるいど八幡屋　
☎０４３６-７４-０００７

●ピアノのレンタル　漆田   0120-00-4210

●チャーチフェスティバル　11／７㈯10～ 13時
バザー、チャプチェ、ケーキ、子どもコーナー他　大網
キリスト教会（茂原市高田528-3） ☎0475-34-1678

●教育相談　ニート・不登校・学力不足・ひきこも
り　初回無料　要予約　成美学園　☎0475-44-5777
●深視力測定体験会　深視力は大型免許や、タクシー・
バス運転等の２種免許取得には検査の合格が必要　め
がね・補聴器の「O P Tなのはな」にて、随時測定受付
中　いすみ市深堀 360-3　☎0470-64-4748
●軽トラ用シェル木材キット販売　A R I G A T A Y A
山武市麻生新田4-4　工業界を生き抜いてきた80歳の
職人が金型から木工に転身　工房を立上げ、軽トラに
載せる木のキャビンを販売　簡単に組み立てられ、地
元山武の材木を使用　☎080-5006-1067
●クラフトバンド手芸 体験教室　平日の10～ 12時・
13～ 15時　クラフトバンドエコロジー協会（茂原市）
持ち手の付いたかごを作る　初めての方でも講師が
楽しく丁寧に教えます　550円・材料と写真入りの詳

しいレシピ付き　要予約　☎0475-44-6333
●クラシック・ギターの饗宴 ～鈴木大介 大萩康司 村
治奏一 朴葵姫～　11／ 15㈰　14時開演　千葉県文化
会館　一般 4,500円、30歳以下2,250円、小中高生 500
円、未就学児入場不可　クラシック・ギター界のトップ
スターが集結！　ソロから四重奏までの幅広い編成と
多彩な時代と地域の名曲で、クラシック・ギターの魅力
を楽しむ　☎043-222-0201

申し込み方法

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※内容を箇条書きにして、住所、氏名、電話番号を明記
し、ＦＡＸか郵送、メールで、またはH Pの申込フォー
ムからお申込みください　ＦＡＸ0436-21-9142
メール： k i j i @ c l - s h o p . c o m
h t t p s : / / w w w . c l - s h o p . c o m / m o u s h i k o m i /

●子猫差し上げます　生後約１カ月　オス３・メス３
三毛、黒　６匹　すくすく育っています　可愛がって
いただける方に
東金・椎名　☎090-7018-1881
●子猫差し上げます　８／ 15生　白ぶち２匹　オス、
メス各１　終生大切にしてくださる方に　 
茂原・中村	　☎0475-23-4651	  

●か な り や会　第１・３㈬　13時半～ 15時半　ほ
のおか館（茂原市本納支所）　入会費：500円、月会費：
500円　童謡、唱歌、抒情歌等を歌詞だけで、皆で歌う
初心者歓迎　抜井　☎080-9537-9370
●文芸誌槙の会　月１回・市原市内で定例会　互いの
講評により文学力を高め合うほか、年１回同人誌を発
行　自己表現の場を求める方、文章力を磨きたい方大
歓迎　あなたの作品が他者の目で読まれることが、新
しい発見に繋がり、人生の良きスパイスとなるでしょ
う　入会は30頁程度の小説を提示、簡単な審査あり　
秋山　☎090-2935-7974　
メール：n q b w j474@ y b b . n e . j p

●ふれあいダンスパーティ　10／３㈯13時〜　高貫ダ
ンススクール（いすみ市岬町）　会費：2,000円　
主催：サークルたんぽぽ　☎090-4208-1210
●アートイベント・外延　10／３㈯　10～ 16時　長
生郡⻑南町各所の家、学校、倉庫、庭、野外など　受付：
長南集学校か⻄原家（⻑南町⽔沼626）　アーティスト
８名によるパフォーマンス、インスタレーション、展⽰
など　観覧無料、⼀部ワークショップは有料　finaleは
10／４㈰15～ 21時・⻄原家演芸ショー・無料・飲⾷
物の持ち込み歓迎　
詳細は公式 I n s t a g r a m：@ g a i e n _ a r tにて
●齋藤知子 織物展　10／４㈰〜 25㈰　11～ 17時、
最終日15時　ギャラリー 801（睦沢町）　㈫㈬定休　
入場無料　糸を染め、布を織る　コースター、ミニマッ
ト、マフラー、ショール、ウエア、帯など　
☎0475-40-3035
●みんなで歌おう会　10／５㈪10時半～　茂原市総合
市民センター　童謡、唱歌、民謡など1,000曲の中からリ
クエストで　プロのピアニストやテノール歌手が司会・
進行　歌の好きな方ならどなたでも　一般500円
吉田　☎090-2580-8941

●写真展　石仏をたずねて　10／８㈭まで　９〜 17
時、初日13時、最終日16時　茂原市立美術館　県内の道
祖神、羅漢像の写真を中心に約50点　石仏の種類、石の
基本的な見方などを説明する『石仏資料コーナー』もあ
り　丹羽　☎0475-23-3474
●大画面でみる映画会「ローマの休日」　10／９㈮　
10時～字幕版　14時～ 吹替版　茂原市東部台文化会館
入場無料　申込不要　1953年・アメリカ　118分・モ
ノクロ　オードリー・ヘップバーンのアカデミー主演
女優賞受賞作品　ローマを舞台に、アン王女（オード
リー・ヘップバーン）とアメリカ人新聞記者ジョー（グ
レゴリー・ペック）との切ない１日の恋を描いた名作
映画　☎0475-23-8711
●睦沢道の駅フリーマーケット　10／９・16・23・
30・11／６　毎週㈮開催　８～ 14時　雨天中止　出
店者募集　石田　☎090-3603-2266
●日本ミツバチ金稜辺の講習会　10／ 10㈯　９〜 11
時　茂原市三ケ谷　増やし方、培地、花の付け方の方法
金稜辺も多数展示　会費：1,000円　
古山　☎080-1153-2513
●千葉大学ピアノサークルショパンの会 O Bコンサー
ト　10／ 10㈯　11時半～ 19時　J:COM浦安音楽ホー
ル　入場無料　入退場自由　予約不要　千葉大学ピア
ノサークルショパンの会の卒業生による演奏会　クラ
シックだけでなく、ポップスなど様々な楽曲を、ソロや
連弾、2台のピアノでお届け　☎090-4251-7003
●千葉県高等学校産業教育フェア・千葉県特別支援学
校ものづくりフェア　10／ 10㈯　10～ 15時　イオ
ンモール幕張新都心 GRANDMALL１階・グランドコー
ト・グランドスクエア　千葉県内の各種産業教育関係
高校と特別支援学校の生徒作品、活動状況等の展示　
体験・イベントなど多数　無料　☎0475-72-0003
●健康サルサ教室　10／ 10・24㈯　10～ 11時半　
大網白里市中央公民館　シニア向け　リンパの流れを
良くし、オキシトシンやセロトニンで心も健康に　無
理のないペースで初めての方にも優しい　おひとり
様大歓迎　動きやすい服装で飲み物持参、サンダル不
可　１回600円　☎0475-51-1493
●藻原寺フリーマーケット　10／ 10・24・11／ 14・
28㈯　９〜 13時　茂原市役所近く　雨天中止　車ご
と出店：2,500円　初めて出店希望の方は開催日に本
部受付で説明を　開催情報「茂原骨董市公式」で検索
☎090-4950-6193（録音の最新情報）
●フリーマーケット　10／ 11・12・18・25　８～
15時　雨天中止　熊野の清水公園駐車場（長南町佐坪）
牧場のしぼりたて牛乳で作った牛乳ようかんもあ
り　☎090-1611-4860
●航空科学博物館（芝山町）のイベント　 J A F×航空科
学博物館：10／11㈰　10時半～15時　ロードサービ
スなどで活躍する日本自動車連盟( J A F )によるイベ
ント　「クルマにまつわるお仕事体験」がテーマ　JA F
子どもロードサービス隊の制服着用で記念撮影、お子さ
んの顔写真入りカード「子ども安全免許証」作成など　
詳細は、当館HPやSNSでお知らせ　やまもとみずきトー
クショー：10／ 18㈰　10時半と13時半　各回50名　
ドクターヘリCS（コミュニケーション・スペシャリスト）
の山本瑞樹氏によるヘリコプターの仕組み・航空機イ
ラストの描き方・ドクターヘリについてなど　各イベ
ントは要入館料：大人900円・中高生400円・４歳以
上～小学生300円　☎0479-78-0557
●ピア宮敷の秋祭り・ピアフェスタ　10／ 12㈷　11
時半～ 14時半　雨天中止　障害者支援施設ピア宮敷

（いすみ市岬町岩熊）　各種模擬店、和太鼓・チア・フラ・
変面・物まねショーなど楽しいイベントが盛り沢山
どなたでも参加O K　石野　☎0470-87-5200
●ムラ カズユキ展　10／ 14㈬まで　11～ 18時、最
終日16時まで　10／ 5・8・13は休廊　ギャラリー
M U T S U（千葉市中央区弁天）　市原市在住　画業50年・
月刊ギャラリー発刊「M O U R A」作品集出版記念
油彩、ろう画、エッチングなど36点　☎043-287-2355
●千葉の画家・大野隆徳展　10／ 16㈮～ 12／ 27㈰
の㈮㈯㈰のみ開館　10～ 16時　私設 房総郷土美術
館（鴨川市四方木410-5）　現在の東金市生まれの画家

（1886～ 1945年）　戦前の文展・帝展（日展の前身）で、
独特の構図と大胆な色彩で、詩情と懐かしみのある作
風で注目されたが、昭和20年の空襲で死亡、作品も焼失
現存する作品40点と資料を展示　一般300円、高校生
以下無料　☎04-7094-0333
●社交D A Nパーティ　10／ 17㈯13時半～　市原ダ
ンススクール　参加費：1,000円　
主催：さくらサークル　☎090-4746-1220　
●ガラス工芸展　10／ 17㈯まで　10〜 17時　ＳＧ
Ｔ美術館（勝浦市守谷1512）　㈫㈬㈭休館　一般・大
学生900円、中高生600円、小学生400円　エミールガ
レやドーム兄弟、アルジィ・ルソー、薩摩切子の菓子器、
藤田恭平（文化勲章受章者）、岩田藤七（文化功労者）、
ベネツィアのアンティークガラスなど　
☎0470-64-6336
●茂原混声合唱団「四季」定期演奏会　10／ 18㈰　14
時開演　茂原市東部台文化会館　曲目：バッハ「カン
タータ第131番・主よ、深き淵より、われ汝を呼ぶ」、武
満徹「島へ」「死んだ男の残したものは」ほか　一般1,000
円　岩瀬　☎090-3544-3278
●十枝の森の音楽会　10／ 18㈰　９時半～ 16時　十
枝の森（大網白里市北吉田）　千葉県文化資産である森
での音楽会　12組（予定）のバンドが野外で演奏　ジャ
ズ、昭和歌謡など、森での音楽を楽しむ　森の散策も
O K　雨天中止　協力費：500円　☎090-8318-5502
●千葉県民謡民舞祭 　10／ 18㈰　10時半～ 16時　
東金文化会館　無料　県内の民謡の会が出演　唄、三味
線合奏、合唱等のコンクール　
千葉県民謡協会　☎0475-52-5924　
● 琉風（りゅうかじ）　10／ 18㈰　10〜 16時　J R大
原駅前・北土舎ほか　「花笠」をテーマに、トークショー
や三線ライブ・沖縄舞踊、体験コーナー（花笠作り・ソ
テツの葉で虫籠作り・沖縄デザインポーセラーツ作り）
など　沖縄フードの出店も多数　☎070-1390-3053
● 平和を考える市民講座「東アジアの 平和を実現す
る 市民に何ができるか」　10／ 18㈰　14時開演　大
網白里市保健文化センター　入場無料　先着200名　
講師：鳩山由紀夫（第93代内閣総理大臣・東アジア共
同体研究所理事長）　平和な社会の実現、対話の重要性
や日本と国際社会の関わりについて考える　フォー
ムかメール、電話にて要申込　10／ 16〆切　電話受付・
10～ 19時　☎080-4005-4870
●茂原市立図書館のイベント　マイ図書バッグ作り： 
10／ 18㈰　13～ 15時　茂原市立図書館入口右手 に
当日集合　小学生～一般の方　20名　小学生4年生ま
では保護者同伴　材料費：300円　描く絵柄は事前に
ご用意ください　要申込　 バリアフリー映画会「も
う い ち ど」： 10／ 23㈮　13時半～ 15時10分　通常
の映画に音声ガイドや日本語字幕を加え、視覚や聴覚
に障害のある方も楽しんでいただける映画　落語家
の夢をあきらめたたい平が、再び夢へ向かっていく

人情時代劇　25名　要申込　10／５・11時～受付　
ともに図書館カウンターか電話にて　
☎0475-23-6151
●グラウンド・ゴルフ体験教室　10／ 19㈪～ 21㈬　
９～ 12時　雨天中止　富士見公園北側グラウンド（茂原
市東郷・三井化学茂原工場近く）　未経験者大歓迎　基礎
知識とプレー　1日だけの参加も歓迎　申込は当日会場
にて　道具は主催者が準備　参加費無料、飲物等は各自
持参　主催：茂原市グラウンド・ゴルフ協会　
上野　☎090-4841-6236
●ふれあいダンスパーティ　茂原市本納公民館：10／
23㈮13〜 16時、1,000円、ダンスタイム・ミキシング・
トライアル無料、50名　白子サニーイン向いホテル：
11／５㈭13〜 16時、1,500円・飲物付き、ダンスタイム・
ミキシング・有料のトライアル、50名　
ダンス松本　☎090-3047-0488
●健康とふくしの会「お口の健康を守ろう」　10／ 23
㈮　13～ 15時　山武市成東中央公民館　ラジオ体操や
おしゃべり、脳トレや工作などもあり　申込不要・当日
直接会場へ　参加無料　飲物持参　☎0475-82-7102
●子どもあそびひろば 　10／ 25㈰　10～ 15時　茂
原ショッピングプラザアスモ・茂原住宅公園駐車場　昔
あそび、ゲーム、工作あそび、ハロウィンフェスタほか参
加費：100円　ナルク茂原・いちごの会
☎0475-26-5229
●日本ミツバチ趣味の養蜂講習会　10／ 25㈰　13～
16時　希望により平日も可　大網白里市・かなり宅　
入居率の高い巣箱造り・臭い付け・飼育管理等の要素技
術を動画とオリジナル資料で分かりやすく説明　参加
費：3,000円　☎090-4918-2388
●角田元美展～木版リトグラフ・紙版リトグラフ～　
10／ 25㈰までの㈮㈯㈰　11〜 17時　夏庭（長柄町榎
本479）　無料　リトグラフという版画技法を駆使し、不
思議でかわいい生き物たちが水中を漂っているよう
な独特の世界を描く　ワークショップなどのイベント
は要問合せ　☎070-3121-5031
●茜を染める　10／ 29㈭　10〜 12時　茂原市豊田福
祉センター　材料費のみ300円　絹地小スカーフを染め
る　エプロン・小ナイロン袋持参　要申込　
帆足工房　☎0475-24-0800　
●茂原市三曲協会演奏会　11／３㈷11時半～ 15時半
 茂原市東部台文化会館   箏・三絃（地唄三味線）・尺八の
演奏会　江戸時代の古曲～現代曲まで、和の音色を楽し
む　無料　☎080-4180-2420
●ガンカフェ　ミルトスの木　三育学院@大多喜　11
／７㈯　14～ 15時半　三育学院教会（大多喜町・三育
学院大学構内学生ラウンジ ）　無料　 がん患者さんだ
けでなく、経験者、ご家族、ご友人、また身近な人を 亡く
された方、関心のある方など、お茶を飲みながらリラッ
クスした雰囲気の中で対話する場　悩みや不安、願い
を語り合い、聴き合い、少しでも気持ちが軽くなる場所
を目指しています　どなたでもお気軽にご参加くだ
さい　要予約　☎090-6438-4211
●美術実技講座・初心者のための油絵講座　11／ 25
㈬～ 27㈮　13〜 16時　茂原市立美術館　デッサン
から用具の説明、使い方を学び、３日間で６号サイズ
(41㎝×32㎝ )の静物画を仕上げて本格的な油絵を体
験　材料費：4,000円（キャンバス、筆、絵具一式含む）
汚れても良い服装で、エプロン、ぼろ布、新聞紙持参　
一般12名　窓口か電話、申込フォームで要申込　受付：
10／ 15〜 25　☎0475-26-2131

申し込み方法
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１１
月
２３
日
㈷
・
茂
原
市
東

部
台
文
化
会
館
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
る
。
主
に
茂
原
で
活
動

す
る
愛
唱
歌
塾
『
う
た
の
わ
』

『
う
た
の
つ
ば
さ
』
と
、
音
楽

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
』
の
３０
周
年
記
念
演
奏

会
だ
。
メ
ン
バ
ー
は
合
わ
せ

て
５０
名
以
上
。
舞
台
の
企
画
・

指
揮
は
、
愛
唱
歌
塾
の
発
起
人

講
師
、
兼
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
会

長
で
あ
る
新
村
道
子
さ
ん
�
。

　

発
足
し
た
３０
年
前
、
教
室
や

サ
ー
ク
ル
の
音
楽
講
師
を
し

て
い
た
新
村
さ
ん
は
、
都
心

な
ど
で
『
愛
唱
歌
を
皆
で
歌

う
』
教
室
が
次
々
に
で
き
て

い
た
こ
と
か
ら
、
地
元
の
茂

原
で
も
、
と
唱
歌
か
ら
ク
ラ

シ
ッ
ク
ま
で
学
び
歌
う
愛
唱

歌
塾
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま

た
、
知
人
の
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
知
り
、
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
地

元
で
と
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
も

発
足
。
福
祉
施
設
や
病
院
で

歌
声
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
届
け
て
い
る
。「
１５
年
前
の

東
日
本
大
震
災
か
ら
は
、
ど

ち
ら
の
活
動
も
震
災
支
援
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
的
に
行
っ
て
、

被
災
地
も
度
々
訪
問
し
て
き

ま
し
た
。
熊
本
な
ど
他
の
震
災

も
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
」
と
新
村
さ
ん
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
第

１
～
３
部
の
前
半
約
１
時
間

を
愛
唱
歌
塾
、
後
半
の
第
４
部

の
同
じ
く
約
１
時
間
を
た
ん

ぽ
ぽ
の
会
が
担
当
。
前
半
は
瀧

廉
太
郎
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な

ど
で
、
茂
原
交
響
楽
団
の
弦

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
１２
名
も
出

演
。
後
半
は
病
院
や
施
設
で

人
気
の
歌
を
約
２５
曲
、
会
場

の
参
加
者
も
一
緒
に
歌
う
演

出
だ
。
売
上
の
寄
付
は
茂
原

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
読
売

光
と
愛
の
事
業
団
の
２
カ
所

へ
。
新
村
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー

に
は
９０
代
の
方
も
い
ま
す
。
歌

で
少
し
で
も
元
気
に
な
り
、

互
い
に
『
福
分
け
』
が
で

き
れ
ば
と
続
け
て
き
た
二

つ
の
活
動
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し
た
。  

　
　
　
　
　
　
　

 

（
米
澤
）

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー 

３０
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

・
１１
月
２３
日
㈷　

開
場
１３
時

半　

１４
時
開
演

・
茂
原
市
東
部
台
文
化
会
館

・
１
部
：
バ
ッ
ハ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
ィ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、

２
部
：
池
辺
晋
一
郎
「
六

つ
の
子
守
歌
」
よ
り
、３
部
：

瀧
廉
太
郎 

組
曲
「
四
季
」・

中
等
唱
歌
・
幼
稚
園
唱
歌

な
ど
、
４
部
：
歌
声
喫
茶
の

よ
う
に

・
企
画
・
指
揮
：
新
村
道
子

・
合
唱
：
愛
唱
歌
塾
「
う
た
の

わ
」「
う
た
の
つ
ば
さ
」、
音

楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
た
ん
ぽ

ぽ
の
会
」

・
演
奏
：
茂
原
交
響
楽
団
弦
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
ピ
ア
ノ
：
片
岡
久
美
子
、
石

渡
恵
美
、
篠
原
栄
子
、
中
里

美
穂
子
、
青
木
美
子

・
チ
ケ
ッ
ト
１
５
０
０
円　

東

部
台
文
化
会
館
に
て

☎
０
４
７
５
・
２３
・
８
７
１
１

・
コ
ン
サ
ー
ト
の
問
合
せ

塚
田
さ
ん

☎
０
９
０
・
５
４
０
９
・
８
４
５
０

 
茂
原
で
発
足
30
周
年

   
記
念
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

愛
唱
歌
塾
「
う
た
の
わ
」「
う
た
の
つ
ば
さ
」

音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」たんぽぽの会：童謡を学ぶ講座にて（写真左）、2026 年 4 月 29 日の 30 周年祝賀会

愛唱歌塾 30 周年祝賀会（2026 年 6 月 20 日）


